ラ ヂォ. ドラマの 本質ら しく 考 へられる が、 しかし、 

その 対話が、 俳優の 直接 表情に よって 生かされる やう 

な 種類の もの は、 真に ラヂォ 的と は 云へ ない ので あつ 

て、 寧ろ 対話 そのものが、 おの づ から 明確な 表情 を 連 

想 させ、 同時に 生活の 雰囲気 を髡髴 させる やうに 書か 

れてゐ なくて はならない ので ある。 

もう 一 つ 大切な こと は、 ラヂォ 文学に 於て は、 舞台 

劇 や 映画な どと 同様、 「誘導 的」 な リズム を 生命と する 

から、 眼に 見えない ために もどかし さ を 感じさせ、 そ 

のために、 幻想 を 運ぶ 心理的 「音色」 の 効果 を 鈍らせ 

て はならぬ ので ある。 語調 語勢の 波動が、 緩急 抑揚の 



があって ほしい。 

何れにせよ、 聴取者の 大部 を 「退屈 させない」 なに 

もの か を 有し、 その上、 彼等の (即ち われわれの) 健 

康な 魂に 呼びかける 若干の 文化的 意義 を 要求した い。 

私の 手許に 送られた 作品の 中で、 以上の 要件 を 悉く 

具備した もの は、 残念ながら 一 つもなかった が、 参考 

のために、 私の 採点 標準に 従って、 左に 入選 作品 を 抜 

き、 簡単な 批評 を 加 へれば、 II 

爆音 

思想 ゃゝ 単純なる も、 浅薄なら ず、 素朴なる 感情と 



の 利きた る 思 ひっきな リ。 

新 家庭 聴診 

賑やか なれ ど 退屈な 生活 描写が、 意味 もな く 断続し 

て 印象の 統一 を 妨げ、 早く 云へば 作品 以前の ノ ー トな 

リ。 患者の 耳に いきな リ 聴診器 を 差し込む 手 はなし。 

但し、 ところどころ、 会話 そのもの、 生動、 なかなか 

に 捨て 難し。 (日本放送協会 発行 「放送」 昭和 十 年 六月) 
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